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１． 環境経営方針 

 

                  －1－ 

 

環 境 経 営 方 針 

 

関西メタルワーク株式会社は、廃棄物（産廃・一廃）の収集運搬・

中間処理業として社会に貢献してきましたが、地球にやさしくかつ

地域との共存を目指すことの重要性を再認識し、今後も下記を含む

環境保全活動を推進していきます。 

 

1. 継続的改善 

環境に与える影響を的確に把握し、環境保全活動の継続的な

改善を図ると共に、以下の環境汚染の予防を確実に実施します。 

 

2. 環境目的・目標の運用及び見直し 

部門ごとに環境目的を設定し、全従業員をあげて環境管理を

強力に推進し、定期的にレビューする。 

  

(1)  二酸化炭素の排出量の削減に努める                  

(2)  電力使用量の消費削減 

(3)  一廃有用資源のリサイクル率向上                                                

(4) 適正な利用により水使用量の削減に努めます                   

(5)  環境配慮（地域の環境活動等）の推進 

 

3. 法的及びその他の要求事項の順守 

環境保全に関する法的及びその他の要求事項を確実に順守す

る。 

さらに可能な範囲で自主規制を設けて環境保全レベルの向上に

努める。 

制定日 2018 年 9 月１8 日 

改訂日 2021 年 ３月 １日 

                関西メタルワーク株式会社 

代表取締役  今柳 剛 

 

 



  

 

２．組織概要 
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事業所名       関西メタルワーク株式会社 

 

代表者名       代表取締役   今柳 剛 

 

所在地        〒６３０－０２２６ 

            奈良県生駒市小平尾町１４９１－１ 

 

法人設立年月日    昭和 56 年 5 月 13 日 

 

環境管理責任者    常務取締役   寺井 孝幸 

 

連絡担当者      常務取締役   寺井 孝幸 

 

連絡先        TEL   ０７４３－７７－６０１７ 

            FAX   ０７４３－７７－６８８６ 

            E-mail  info@kansaimetal.co.jp 

 

事業内容       再生資源（金属屑・古紙・空き瓶等）回収、            

廃棄物処理(一般廃棄物・産業廃棄物の収集運搬及び中間処理) 

 

事業年度       2022 年 3 月～2023 年 2 月 

 

事業規模                                                    

  売上金額      420 百万円 (2022 年３月～2023 年２月) 

  資本金       10 百万円 

  従業員数      40 名   

    

 認証・登録範囲    全組織・全活動 

 

 



  

 

２．組織概要 
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一般廃棄物           産業廃棄物 

車両              車両 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備 

一般廃棄物の設備 

資源セパレーター・缶プレス機 2 台・破砕機 (5t 未満/８hr） 

アルミセパレーター・ 磁選機 

産業廃棄物の設備 

600t ギロチンシャー・7.5ｔ天井マグネット・びん丸くん  

その他の設備 

フォークリフト 5 台・ 回転式リフト 2 台・50t スケール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                             

２t ロング １台 

２t 深ダンプ 2 台 

３t 深ダンプ １台 

４t ユニック １台 

８t ユニック １台 

２t ダンプ １台 

3.5t パッカー １台 

軽ダンプ ２台 

２t ロング １台 

２t 深ダンプ ８台 

３t 深ダンプ １台 

3.5t パッカー １台 

４t ユニック １台 

８t ユニック １台 

２t ダンプ １台 



  

 

２．組織概要 
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許可の種類 

許可番号 

許可品目 許可の年月

日 

許可の有効

期限 

処理実績量 

処理料金 

一般廃棄物 

収集運搬業 

生環保第 469 号 

全般 令和 5 年 

1 月 10 日 

令和 7 年 

1 月 9 日 

74ｔ 

見積に応じる 

一般廃棄物 

処分業 

生環保第 470 号 

全般 令和 5 年 

1 月 10 日 

令和 7 年 

1 月 9 日 

71ｔ 

見積に応じる 

産業廃棄物 

収集運搬業（奈良県） 

第 02904028443 号 

廃プラスチック類（石綿除

く）・ 

紙くず・木くず・ 

繊維くず・ゴムくず・金属

くず・ガラスくず等・コン

クリートの破片その他（石

綿除く） 

令和元年 

9 月 2 日 

令和 6 年 

9 月 1 日 

139ｔ 

見積に応じる 

産業廃棄物 

収集運搬業（大阪府） 

第 02700028443 号 

廃プラスチック類（石綿含

む） 

紙くず・木くず・ 

繊維くず・ゴムくず・金属

くず・ガラスくず等・コン

クリートの破片その他（石

綿含む） 

令和 5 年 

1 月 21 日 

令和 10 年 

1 月 20 日 

0ｔ 

見積に応じる 

産業廃棄物 

処分業（奈良県） 

金属くず破砕機 50t/日 

ガラスくず等の破砕機 8t/日 

第 02924028443 号 

金属くず・ガラスくず等 令和 2 年 

2 月 28 日 

令和 7 年 

2 月 27 日 

139ｔ 

見積に応じる 



  

 

２．組織概要 
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一般廃棄物 

 

処理工程 

 

・缶・ペットボトル→ 手選別 → 機械選別 → 圧縮 → 出荷 

 

・びん    → 手選別 → 出荷 

 

・金属くず  → 手選別 → 機械選別 →圧縮・破砕 → 出荷 

 

・蛍光灯   → 手選別 → 機械破砕 → 出荷 

 

・電池    → 手選別 → 出荷 

 

 

産業廃棄物 

 

処理工程 

 

・ガラスくず等   → 中間処理破砕 → 出荷 

 

・金属くず     → 中間処理破砕 → 出荷 

                    

 

 



  

 

２．組織概要 
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SDGs 達成・持続可能なまちづくり実現のための取り組み 

 

 

 

 

 

 

全従業員に健康診断を促進 

 

生駒市内小学校・高校・自治体への環境教育実施、従業員の勉強会（環境関係） 

 

男性・女性・障がい者・国籍などの区別することなく平等に働ける会社作りをしている 

 

事務所の LED 化、会社屋上に太陽光パネル導入 

 

奈良県社員職場作りに登録 

 

エコネットいこま参加（市民環境団体）、いこまどんどこまつり実行委員会参加、 

市内ダンスイベント企画・運営 

 

質のいい製鋼・精錬原料を作ることにより製鋼・精錬後のごみを減らせる 

 

環境負荷の少ない車両導入（ハイブリッド車）、電気リフトの導入 

電力事業者について、地元のいこま市民パワーを利用 

 

質の高いリサイクルを行いリサイクル率を上げる事により、海の豊かさを守れる。 

大和川一斉清掃参加 

 

質の高いリサイクルを行いリサイクル率を上げる事により、資源の枯渇を抑制し 

陸の豊かさを守れる。新しい選別コンベアを導入 
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３．組織体制 

 

 

代表取締役 

今柳 剛 

環境管理責任者 

寺井 孝幸 

リサイクル部門 

野崎 知治 

総務部門 

清水 睦喜 

収集運搬部門 

家島 義宜 

エコアクション２１推進体制 役割・責任・権限 

環境経営方針の策定 

環境管理責任者の任命 

全体の評価と見直し 

    資源の準備 

システムの構築・運用 

代表者への報告 

事務局員、各担当者の任命 

環境会議の開催 

文章・記録類の管理 

記録と報告 

環境活動・記録と報告 

EA21 事務局 



環境経営方針の実現を目指し、下記の6項目について環境経営目標を設定した。

中長期環境目標　（2021年度～2023年度の3ヵ年）

基準年度：2020年度

1
原

kg-CO2
/百万円

2 ％

3 m3

4 kg

5 kg

6 回

※　二酸化炭素総排出量（原）　＝　二酸化炭素総排出量（kg-CO2）／売上高（百万円）

※　リサイクル率　＝　再資源化量（処理量－残渣量）／処理量（運搬量－大型ごみ－大型解体ごみ）

※　電力の二酸化炭素排出係数：2021年～2023年は0.374kg-CO2 (いこま市民パワー2019年度)

産業廃棄物の削減 17,595 17,542 17,472 17,419

環境ボランティア活動への参加 4 4 4 4

水使用量の削減 478 477 475 473

一般廃棄物の削減 602 600 598 596

二酸化炭素総排出量の削減 410 406 402 398

一廃有用資源のリサイクル率向上 89.19 89.46 89.81 90.08

維持

環境目標 単位
基準年度 目標値

2020年 2021年 2022年 2023年

目標値 -3% +1% -1% -1% -1%

４.環境経営目標

項目 1 2 3 4 5 6
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取組内容 担当部門 - 担当者

・不要な照明の消灯

1 ・冷暖房の適正使用

・電源スイッチのOFF徹底

・エコドライブの実施

・点検・整備の徹底

1-3 軽油使用量の削減
　　　（収集-車両）

・エコドライブの実施 収集運搬部門 - 家島

1-4 軽油使用量の削減
　　　（リサイクル-車両）

・点検・整備の徹底 リサイクル部門 - 野崎

1-5 軽油使用量の削減
　　　（リサイクル-重機）

リサイクル部門 - 野崎

1-6 灯油使用量の削減 ・不要な暖房器具を消す
総務部門 - 清水
収集運搬部門 - 家島
リサイクル部門 - 野崎

・選別作業の徹底　(荒選り・一升瓶・陶磁
器をラインに流す前に徹底して取り除く)

・ライン上の選別強化

3 水使用量の削減 ・節水の徹底
総務部門 - 清水
収集運搬部門 - 家島
リサイクル部門 - 野崎

4 一般廃棄物の削減 ・分別を徹底しリサイクルに努める
総務部門 - 清水
収集運搬部門 - 家島
リサイクル部門 - 野崎

5 産業廃棄物の削減 ・分別を徹底しリサイクルに努める リサイクル部門 - 野崎

6
環境ボランティア活動
への参加

・地域へ貢献できる活動への参加
総務部門 - 清水
収集運搬部門 - 家島
リサイクル部門 - 野崎

5.環境経営計画

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

1-2 ガソリン使用量の削減
　　　（収集-車両）

収集運搬部門 - 家島

2
一廃有用資源の
リサイクル率向上

リサイクル部門 - 野崎

環境目標

1-1 電気使用量の削減
総務部門 - 清水
収集運搬部門 - 家島
リサイクル部門 - 野崎

-9-



基準年度該当期間：2020年

実施期間：2022年3月1日～2023年2月28日

基準年度

2020年 目標値 実績値 達成率(％)

1
原

kg-CO2
/百万円

410 402 296 135.8

2 ％ 89.19 89.81 89.50 99.7

3 m3 478 475 562 84.5

4 kg 602 598 438 136.5

5 kg 17,595 17,472 22,200 78.7

6 回 4 4 8 200.0

※　二酸化炭素総排出量（原）　＝　二酸化炭素総排出量（kg-CO2）／売上高（百万円）

※　リサイクル率　＝　再資源化量（処理量－残渣量）／処理量（運搬量－大型ごみ－大型解体ごみ）

※　電力の二酸化炭素排出係数：2021年～2023年は0.374kg-CO2 (いこま市民パワー2019年度)

一般廃棄物の削減

水使用量の削減

環境ボランティア活動への参加

産業廃棄物の削減

6.環境経営目標の実績

環境目標 単位

2022年度

一廃有用資源のリサイクル率向上

二酸化炭素総排出量の削減

-10-
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７.環境経営活動の取組結果とその評価及び次年度の取組内容

結果

1 二酸化炭素総排出量の削減 135.8％　達成

2
一廃有用資源の
リサイクル率向上

99.7％　未達

3 水使用量の削減 84.5％　未達

4 一般廃棄物の削減 136.5％　達成

5 産業廃棄物の削減 78.7％　未達

6
環境ボランティア活動
への参加

200.0％　達成

改善取組事項 評価及び次年度の取組内容

今年度は、目標達成値を大きく上回ることが出来ました。理
由として、算出方法の見直しと電気（LEDに取り換え）やエ
コドライブの取組が達成に繋がったと考えられます。来年度
も引き続き目標達成出来るように取組んで行きます。

今年度は、コロナの影響が少なくなり、見学の受入れも行う
事が出来ました。また環境イベントも開催されそちらにも参
加する事が出来ましたので来年度も引続き積極的に、受入れ
やイベントに参加していきます。

目標値に、あと少しの所で達成出来なかったが、取組み内容
としては、大きな問題はなく物量が多くなる時の荒選別の強
化を行いその後の選別がスムーズになるので、今後も努力し
ていきます。

今年度の結果は、大きく目標値を下回りました。原因として
工場の水漏れ（冬場の凍結による、水道管破裂）によるもの
だと考えられます。冬場の凍結対策に取組み、水の使用も必
要以外の節水に取組んで行きます。

今年度は、目標値を大きく上回りました。分別・選別の強化
によるものだと考えられます。来年度も今年度同様の取組を
引続き行い、目標を達成していきます。

今年度は、未達に終わりましたが分別・選別の強化を行いな
がら来年度は目標値に届くように努力して行きます。
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８．環境ボランティア活動状況 

－13－ 

 

 

 

環境教育（施設見学）5，6，9 月 

  

  

 

 

環境フェスティバル 11 月 

 

 

 

 



  

 

 

９．環境関連法規制への違反・訴訟などの有無 

－14－ 

 

主な関連法規一覧 

 

法律・条例・その他 名称 評価結果   

廃棄物処理法 遵守   

資源有効利用促進法 遵守   

自動車 NOx・PM 法 遵守   

労働安全衛生法 遵守   

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．代表者による全体の評価と見直し・指示 

 

全体的に達成できた項目と未達の項目の数値が大きい事が気になりました。要因として

昨年度からの算出方法の変更や工場を一部 LED 化、またコロナが終息し、見学の受け入

れや環境イベントへの参加を、コロナ禍前に近い活動が出来たことが目標数値を大きく

上回ることが出来たと考えられる。今後も LED 化の推進やエコドライブなどを行い CO2

の削減に努めていきます。 

未達成の部分に関しましては、原因が明確になっているため、今年度は、対策を行い目

標達成に努めていきたい。 

 

 

事業所に適用される環境関連法規とその遵守状況をチェックした結果、 

 

違反はありませんでした。また、この 3 年間その他関係各機関からの指導や 

 

隣接する事業所及び近隣住民の方々からの苦情や訴訟もありませんでした。 


